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整備中の港と新築の弁天宮　昭和50年頃 扁額　奉納上埜賢

　島内でも風光明媚な景観をもつ宮津弁天宮。平成11年に町の
有形文化財に指定されましたが、その指定理由は建物のみなら
ず、立地する弁天岬がオホーツク文化期とアイヌ文化期の遺跡
であること。また、アイヌのチャシが存在したとされることから、島
内最古の祭祀の場であること。また、その後江戸後期に漁民が
大漁祈願で祀った社が源流となる中津島神社（弁天社とも）が
建っていることを含め、奥尻島の地域史において重要であること
が挙げられます。
　建築面では、最初期の様相は不明ですが、大正5年（1916）時
点の建物は、本殿1間四面、拝殿3間四面。他に木製鳥居3基。
改築後の同14年（1925）時点の建築は、本殿が4尺四面権現流
造升組。拝殿が熊野造まがい、柾葺きの上にトタン葺き、梁間3
間、桁間4間でした。他に神明造木製鳥居2基。”まがい”とは、
熊野造（熊野権現造）に似せて作ったことだと思われ、熊野造の
特徴は入母屋造、匂欄（回廊の手すり）、高床となっています
が、14年時点では回廊はありませんでした。境内には松、杉、ケ
ヤキ、イタヤなどの樹木が生えていました。

社殿新築中の弁天宮　昭和45年

改築前の弁天宮（屋根が低い）　昭和40年頃

中津島神社境内見取図　大正14年

海洋研修センターと稲穂ふれあい研修センターにて無料配布しています。　奥尻町役場ホームページからもダウンロードできます。

道道側に階段が無かった頃　昭和42年

　現在の社殿は昭和45年に澤田組（澤田三男）によって建てら
れたもので、木造、拝殿熊野造、本殿流造、3×4間の規模で
す。工期は4月21日～11月14日を要し、途中部材の加工に手間
がかかることなどから、工期の延長を申請、認められています。
総工費は350万円でした。これにより拝殿が大きくなり、紺碧の
奥尻海峡に朱色の屋根が映える佇まいとなりました。
　宮津漁港から登る道が本来の参道であり、昭和40年代までは
道道側から昇り降りする階段は造られていませんでした。その
後全国的な離島観光ブームの到来と、町が島内観光施設の環
境整備を進めたこともあって、島内でも有数の観光地となりまし
た。境内には望遠鏡も設置されるなどして雄大な景色を楽しむ
事ができました（現在はなし）。現在では、道道側からも階段が
付き、Ｖ字型に昇り降りできる格好となっています。いずれも急
な勾配で、冬期間は危険な参拝となりますのでご注意ください。
その後、地元町内会で小規模な改修や修繕が行われたと思わ
れますが、はっきりした資料は残っていません。そして、昭和62
年に山沿いに迂回していた道路の改良にともなって宮津大橋が
建設され、さらに道道横に駐車場公園が整備されて、駐車ス
ペースとトイレ、あずまやなどが造られました。
　平成5年の地震津波を経て、同11年には経年劣化で傷んでい
た屋根を葺き替える大改修を施すこととなり、これに先立って町
の有形文化財に指定されました。工事は屋根の飾りも新調する
ような大規模なもので、総工費約1,300万円をかけて、同じく澤田
組が施工しました。文化財指定後は町の補助金が充用できるこ
ととなり、経年劣化による小規模な修繕を繰り返して現在に至り
ます。

学芸活動だより　第118号　

ふるさと奥尻通信
平成29年12月29日

奥尻町教育委員会発行
事務局：01397-2-3890

　『古事記』によると、宗像三女神のうち、二番目の中津宮が市杵島姫命（いちきしまひめのみこと）
とされ、神仏習合によっていわゆる弁財天、弁天様と同一視されるようになった。

町指定有形文化財「宮津弁天宮」の変遷
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昭和奥尻生活詩　新谷清二の烏賊つけ1ヶ月　第29回
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月刊　奧尻のつり　12月号
  いよいよ勝負の12月となりました。ヤリイカの回遊が少し
ありまして、宮津弁天宮のおひざ元では賑わいが見られま
した。そんな中、エサ釣りの大物狙いの釣り人も粘り強く姿
を見せ、冬の荒い磯波の飛沫を浴びながらも、40㎝台クロ
ゾイやマゾイの良型を釣り上げていました。24日、天候が
崩れる中、波の治まりの間隙を突いて西海岸の屏風立岩
まで長駆した一団がありました。釣果を聞くと、40㎝台のク
ロゾイの他、58㎝のカジカが釣れたとのことで、虎穴に入
らざれば虎子を得ずの諺通りの結果だったようです。年が
明けるとサクラマスの回遊が始まると思いますので、春ま
ではアングラーの活躍が見られることでしょう。エサ釣りの
連中は、リールと竿のメンテナンスに入り一息、といったと
ころでしょうか。最後までご安全に。

釣石尋常小学校高等科二年生　文集「島の子」第八号より

奥尻写真語　第36回 宮津大橋完成　　 学芸員の本棚　36冊目

昭和史1926‐1945

　学芸員オス
スメの一冊を
ご紹介しま
す。本は海洋
研修センター
図書室で借り
られます。

　昭和が終わって早29年が経ちまし
た。平成の世も終いが見えてきたとこ
ろで、「激動」と形容される昭和の歴
史について概観するべきでしょう。日
本近現代史を得意とする著者が、昭
和生まれでも昭和の歴史を習ってこ
なかったような世代、平成生まれの
世代に語りかける形式。昭和史を知
らずして、現在日本の姿を語ることは
できないはずです。

半藤一利

　道道奥尻島線の整備として、待望の宮津大橋が完成し、皆で最初の一
歩を記しているところです。くす玉が割られ、おそらく神主を先頭に、来賓、
関係者、町民一行が奥尻方面から稲穂方面へ渡っています。橋脚建設予
定地には家々がありましたので、隣の東風泊集落へ移転する家も多くあり
ました。結果的に宮津集落が縮小することになり、宮津郵便局だけは残り
ましたが、その後平成26年に廃止となり、簡易局が球浦地区に新設されて
います。冬期間、路面が凍結してスリップする危険がありますので、通行の
際はご注意ください。
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今月の奥尻のお宝


